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核
兵
器
廃
絶
を
願
う 

 

 

昨
今
の
世
界
情
勢
は
、
七
十
八
年
間
、
戦
争
の
な
い
平
和

な
日
本
に
と
っ
て
、
考
え
ら
れ
な
い
状
況
の
情
報
が
テ
レ
ビ
、

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
、
世
界
各
地
で
深

刻
化
し
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
な
ら
な
い
の
か

と
思
い
ま
す
が
、
過
去
の
怨
念
や
現
実
的
な
思
い
が
作
用
し
、

の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
世
界
情
勢
の
よ
う
で
す
。 

今
年
も
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
２
回
締
約
国
会
議
が
米

国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
や

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
の
戦
闘
な
ど
国
際
情
勢
の
緊

迫
化
で
「
核
戦
争
の
危
機
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
警
告
。
核

廃
絶
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
米
英
仏
中
ロ
の

核
保
有
五
大
国
は
条
約
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
非
核
国
が
主

導
す
る
核
廃
絶
に
向
け
た
前
向
き
な
意
見
は
単
な
る
非
核

国
間
の
締
結
に
他
か
な
ら
ず
、
実
効
は
難
し
い
状
況
で
す
。 

日
本
は
昨
年
第
一
回
の
ウ
イ
ー
ン
会
議
に
も
参
加
を
見

送
り
、
今
年
も
同
じ
く
不
参
加
で
し
た
。 

岸
田
総
理
は
広
島
県
出
身
で
嫌
と
い
う
ほ
ど
そ
の
経
験

を
熟
知
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
最
初
は
会
議
に
も
参
加
す
る

予
定
も
、
突
然
見
送
り
に
な
り
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

日
本
を
ど
う
し
た
い
の
か
、
日
本
の
行
き
先
を
、
は
っ
き
り 

 示
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
は
日
本
だ
け
で
す
。
そ
の
被
災
地

の
総
理
大
臣
は
日
本
を
代
表
し
て
、
核
廃
絶
を
強
く
世
界
に

発
言
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
も
し
も
、
核
を
持
ち
出
し
戦

争
に
な
れ
ば
、
早
い
者
勝
ち
で
、
世
界
戦
争
に
な
り
、
ゆ
く

ゆ
く
は
、
世
界
終
焉
も
あ
り
え
ま
す
。
長
い
間
苦
労
し
、
世

界
を
豊
か
に
し
て
き
た
の
は
先
人
た
ち
の
努
力
の
た
ま
も

の
で
す
。
せ
っ
か
く
築
い
て
き
た
社
会
生
活
も
終
わ
り
で
す
。 

数
十
年
不
景
気
の
中
、
軍
事
費
は
膨
張
す
る
ば
か
り
、
敗

戦
後
、
日
本
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
き
た
か
、
人
が
変
わ
り
、 

そ
の
折
の
苦
労
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

我
々
に
関
係
な
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

イ
ス
ラ
エ
ル
の
被
弾
の
様
子
を
見
る
限
り
、
先
の
大
戦
の
如

く
、
子
供
た
ち
や
女
子
の
悲
し
む
姿
を
見
る
に
つ
け
、
明
日

は
我
が
身
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い

こ
と
で
は
な
く
、
皆
で
こ
の
人
間
社
会
を
人
間
同
士
の
争
い

で
、
人
間
が
作
っ
た
武
器
で
、
根
絶
せ
し
め
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

お
釈
迦
様
も
「
恨
み
を
も
つ
も
の
に
、
恨
み
を
持
っ
て
対

し
て
は
な
ら
な
い
。
恨
み
を
忘
れ
、
愛
に
代
え
る
こ
と
こ
そ

真
理
で
あ
る
。
」
と
法
句
経
第
五
番
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
身
近
な
問
題
で
も
「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
、
や

め
ら
れ
な
い
事
情
も
あ
る
」
こ
と
を
人
間
の
業
と
し
て
あ
る

こ
と
自
覚
し
、
懴
悔
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

お
釈
迦
様
は
人
間
の
業
の
根
本
は
「
貪
瞋
痴
の
三
毒
」 

だ
と
喝
破
し
ま
し
た
、
反
省
の
極
み
で
す
。 
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 [文書の重要

な部分を引用

して読者の注

意を引いた

り、このスペ

ースを使って

注目ポイント

を強調したり

しましょう。
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 秋彼岸の大供養会 9/22 

 

かどいけこども食堂  多くの皆様のご協力により実施できています  
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【
檀
信
徒
行
事
】 

十
二
月 

 

○
三
村
家･
山
越
家･

小
岩
井
家
ご
法
事 

2
日 

○
和
田
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
道
了
講  

 
 

5

日 

○
山
本
家･

鈴
木
家
ご
法
事 

 

9
日 

○
吉
田
家･

藤
澤
家･
中
野
家
ご
法
事 

10
日 

○
後
藤
家･

市
毛
家
ご
法
事 

 

17
日 

○
地
蔵
講  

 
 

19
日 

○
影
島
家
ご
法
事 

 
 

21
日 

○
宮
澤
家
ご
法
事 

 
 

23
日 

○
餅
つ
き  

 
 

24
日
10
時 

○
山
之
内
家
ご
法
事 

 
24
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘
・
新
春
祈
祷 

31
日
20
時 

 

一
月 

 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 

１
～
3
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

 

6
日
11
時 

○
山
口
家･

神
谷
家･

川
名
家･

杉
山
家 

白
鳥
家
ご
法
事 

 
 

14
日 

○
太
田
家
ご
法
事 

 
 

16
日 

              

 

○
太
田
家
ご
法
事 

 
 

20
日 

○
地
蔵
講  

 
 

23
日 

○
斉
藤
家
ご
法
事 

 
 

24
日 

○
山
門
大
般
若
祈
祷
会 

 

28
日 

 

二
月 

○
稲
持
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
道
了
講  

 
 

6
日 

○
日
吉
家
・
林
家
ご
法
事 

 

10
日 

○
佐
藤
家
ご
法
事 

 
 

17
日 

○
仁
科
家
ご
法
事 
 

 

18
日 

○
地
蔵
講  

 
 

20
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

滝
川
鯉
朝 

師
匠 

25
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学
（
法
話
の
会
） 

休
講 

 

              

【
お
知
ら
せ
】 

□
年
末
の
鎮
火
祭
除
夜
の
鐘･

新
春
祈
祷
に
つ
い
て 

 

今
年
か
ら
、
年
越
し
の
除
夜
の
鐘
は
、
時
間
を
早
め 

 

午
後
８
時
か
ら
行
い
ま
す 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

 
 
 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
７
時
30
分 

□
三
島
法
話
カ
フ
ェ 

２
月
16
日
18
時 

住
職
担
当 

茶
房
欅(

け
や
き)

に
て
毎
月
１
回
お
茶
を
し
な
が
ら
、
東

部
地
区
の
お
坊
さ
ん
の
話
を
聴
く
会
が
あ
り
ま
す
。 

 
 【

編
集
後
記
】 

 

「
杓
底
の
一
残
水
、
流
れ
を
汲
む
千
億
人
」
と 

曹
洞
宗

大
本
山
永
平
寺
の
門
柱
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
開
山
道
元
禅
師
の
有
名
な
お
話
が
あ
り
ま
す
。 

禅
師
が
門
前
を
流
れ
る
川
か
ら
柄
杓
で
水
を
汲
み
に

い
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
使
わ
な
か
っ
た
残
り
の
水

を
元
の
川
に
戻
し
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
話
で
す
。
川
は
流

れ
て
い
る
か
ら
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
戻
す
必
要
は
な

い
と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
物
の
な
い
時
の
水
の
尊

さ
は
い
つ
の
時
代
を
超
え
て
も
、
大
切
な
教
え
で
す
。 

 

     

令
和
五
年
十
二
月
一
日 

第
八
十
九
号 

発

行 

曹 

洞 

宗 

大 

嶽 

山  

三 
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寺 

編
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大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電
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メ
ー
ル info@sanmyouji.com 
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市制 100 周年記念 市民が祝う沼津第九演奏会 

４月から練習の日々でした 住職は 1 列目 市長の隣です 

オワフ島にある曹洞宗の寺院３か寺に拝登 

ワヒアワ龍仙寺では婦人会の方々から昼食をいただきました 

愛媛県の水産高校の生徒たちが犠牲となった「えひめ丸」 

慰霊碑の前で 13 回忌慰霊の詠賛歌をお唱えしました 

国際布教 120周年と瑩山禅師 700回大恩忌予修法要 INハワイ 

 

月例写経会 土曜の朝も実施しています 

ハワイ両大本山別院正法寺 

長野県茅野市 検校庵へ梅花研修会 教区梅花講習会 三明寺講員参加 

現地の梅花講員さんと お寺の中は教会の様な椅子でした 

 稼働テーブルに教典を置きお唱えします 

 

日本から同行の寺族 
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印章供養祭 10/1  御印章の供養と印章店の皆様の商売繁盛の祈願をしました 

 

第 134回じぞう寄席 11/23  三遊亭楽八さん(左) 春風亭朝之助さん(右) 二つ目の二人会 

秋彼岸供養 9/24  ご先祖様、ペットの供養 

 

落語会の後の抽選会 

楽八さんは磐田市、朝之助さんは静岡市出身です 

 

落語家さんとの懇親会 

世話人の皆さんのおかげで来年は 35 年になります 

 


